
インキ使用量を抑え、大幅なコスト削減が見込まれます。

ケミカルフリー型　湿し水冷却循環装置　ＴＯＰ－ＯＮＥ　ＣＦ５０２　のご紹介

昨年９月のＩＧＡＳ２０１５展にて発表させて頂いた「ＴＯＰ－ＯＮＥ　ＣＦ５０２」の性能が明らかになっています。

【お客様でのインキ使用量の推移】

 ４色機　ＵＶインキ使用　　←　ＴＯＰ－ＯＮＥ　ＣＦ５０２　を使用 （1月から使用開始）
 ８色機　ＵＶインキ使用　　←　従来通りの湿し水装置　を使用

ＣＦ５０２　湿し水条件　：　アルコール添加無し、Ｈ液　１．０％

11月 12月 1月 2月 3月

1,915,318 1,525,437 2,079,790 2,411,830 2,374,519 単位（枚）

11月 12月 1月 2月 3月

280.0 405.0 297.5 320.0 303.8

302.5 270.0 270.0 275.0 245.0

327.5 300.0 270.0 270.0 270.0

254.0 258.0 238.0 290.0 290.0 単位（Ｋｇ）

総通し枚数推移
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11月 12月 1月 2月 3月

0.146 0.265 0.143 0.133 0.128

0.158 0.177 0.130 0.114 0.103

0.171 0.197 0.130 0.112 0.114

0.133 0.169 0.114 0.120 0.122 単位（ｇ）

（ＣＦ５０２を１月から導入）

インキ消費量の比較

インキ 差

墨（Ｋ） 0.014g

藍（Ｃ） 0.036g

紅（Ｍ） 0.038g

黄（Ｙ） 0.003g

小計 0.091ｇ

※１２月は通常月よりもインキの消費量が多いため、試算対象から外しています。

※今回、ＴＯＰ－ＯＮＥ　ＣＦ５０２　は、４色機のみで使用して頂きました。
　 ８色機へもご使用頂ければ、更なるコスト削減が見込めます。
　 現在、８色機への採用についても前向きにご検討頂いております。

11月～1月　平均
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１枚当たりのインキ消費量推移

墨（Ｋ）

2月～3月　平均

0.1305g 33.77Kg
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 2月減少量 （差×通し枚数）

（約16.2％）

0.5625ｇ
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0.4730ｇ 　合計　219.49Kg　の削減 
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ＵＶインキの単価（Ｋｇ）を３，０００円とした場合

２１９．４９（Ｋｇ） × ３，０００（円） ＝ ６５８，４７０（円） ／ 月 の削減

６５８，４７０（円） × １２（ヶ月） ＝ ７，９０１，６４０（円） ／年間 の削減



【水元ローラー・水着ローラーの巻き替えサイクル】

ＣＦ５０２の使用により、水元ローラー・水着ローラーの寿命延長が可能になります。

　ＵＶ印刷機の場合　

巻き替え費用　１ユニット（各２本組）　　約１５万円

４色機で１ユニット（各２本）×４色　＝　１５（万円）×４　＝　１台当たり　６０万円
８色機で１ユニット（各２本）×８色　＝　１５（万円）×８　＝　１台当たり　１２０万円

【期待される効果】

巻き替えサイクル　『３ヶ月』　→　『１年』　に延長

４色機で　１８０万円／年　・　　９００万円／５年　・　１８００万円／１０年　のコスト削減
８色機で　３６０万円／年　・　１８００万円／５年　・　３６００万円／１０年　のコスト削減　

　油性印刷機の場合　

巻き替え費用　１ユニット（各２本組）　　約１０万円

４色機で１ユニット（各２本）×４色　＝　１０（万円）×４　＝　１台当たり　４０万円
８色機で１ユニット（各２本）×８色　＝　１０（万円）×８　＝　１台当たり　８０万円

【期待される効果】

巻き替えサイクル　『１年』　→　『５年』　に延長

４色機で　　４０万円／年　・　１６０万円／５年　・　３２０万円／１０年　のコスト削減
８色機で　　８０万円／年　・　３２０万円／５年　・　６４０万円／１０年　のコスト削減　

【薬剤使用量のコスト削減】

ＣＦ５０２の使用により、アルコール ・ Ｈ（エッチ）液の使用量を削減できます。

　アルコール添加剤　（５．０％添加）

アルコール添加剤　１缶（１８Ｌ）　　４，０００円

４色機で１ヶ月×　６缶　＝　４，０００（円）×６（缶）＝ ２４，０００円／月  →  ２８８，０００円／年

８色機で１ヶ月×１２缶　＝　４，０００（円）×１２（缶）＝ ４８，０００円／月 → ５７６，０００円／年

【期待される効果】

添加量　　　『５．０％』　→　『０％』　未使用へ

４色機で　２８８，０００円／年間　のコスト削減
８色機で　５７６，０００円／年間　のコスト削減　

　Ｈ（エッチ）液　（３．０％添加）

Ｈ（エッチ）液　　１缶（１０Ｌ）　１０，０００円

４色機で１ヶ月×４缶　＝　１０，０００（円）×４（缶）＝４０，０００円／月 → ４８０，０００円／年

８色機で１ヶ月×８缶　＝　１０，０００（円）×８（缶）＝８０，０００円／月 → ９６０，０００円／年

【期待される効果】

添加量（定量管理）　『３．０％』　→　『１．０％』　に削減

４色機で　　３２０，０００円／年間　のコスト削減
８色機で　　６４０，０００円／年間　のコスト削減　



【年間コスト削減　まとめ】

【年間コスト削減　まとめ】

ＴＯＰ－ＯＮＥ ＣＦ５０２使用による年間コスト削減  （４色ＵＶ機、２４時間運転の場合）

ＴＯＰ－ＯＮＥ ＣＦ５０２使用による年間コスト削減  （４色油性機、２４時間運転の場合）

※上記データからの油性印刷機コスト削減試算

※UVインキ単価　3,000円/Kgの場合

※油性インキ単価　1,000円/Kgの場合

Ｈ（エッチ）液 添加量　『３．０％』 → 『１．０％』 ３２０，０００円

合　　　計 ３，６４１，０００円

水元ローラー 巻き替えサイクル『１年』 → 『５年』 ４００，０００円

アルコール添加剤 添加量　『５．０％』 → 『 ０％ 』 ２８８，０００円

項　　　目 削 減 効 果 年間コスト削減

インキ使用量 約１６．２％の削減 ２，６３３，０００円

年間コスト削減

７，９００，０００円

１，８００，０００円

２８８，０００円

３２０，０００円

１０，３０８，０００円

添加量　『３．０％』 → 『１．０％』

合　　　計

削 減 効 果

約１６．２％の削減

巻き替えサイクル『３ヶ月』 → 『１年』

添加量　『５．０％』 → 『 ０％ 』

項　　　目

インキ使用量

水元ローラー

アルコール添加剤

Ｈ（エッチ）液

ＣＦ５０２ コスト削減効果

インキ消費量

水元ローラー

アルコール・Ｈ液

大幅なコストダウン


